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なりすぎている。発展的変奏がシェーンベルクからマーラーへの影響であるということを前提に論が構
築されている感が否めない。両者の交友関係や互いの作品に関する知識については興味深い事実がいく
つも指摘され、両者が相互に影響を与えあったことには異論はないが、それが具体的な作曲技法の次元
で現れたとするには、説得力のある分析による証明が必要である。しかし、分析は狭義での動機労作の
次元に限られ、あの多義的なマーラーの音楽の全体を包含するものとはなっていない。しかも、発展的
変奏の捉え方もかなり限定的なものにとどまる。その実際の分析への適用も問題があり、第７交響曲で
初めて徹底されたという主張には納得しかねる。そもそも、発展的変奏は分析概念であって創作概念で
はない。シェーンベルクが自己の音楽史的位置を正統化するための方便であって、シェーンベルク自身
の分析もこじつけや荒唐無稽が少なくない。概念のもっと美学的な検討が望まれる。論述の仕方も、戦
略的な思考に乏しいため、博士論文としてはメリハリに欠ける傾向がある。 
 このように疑問点や修正すべき事柄は多々あるが、多くの興味深い事実の発掘がなされており、詳細
な分析にも見るべき所が少なくない。かなり強引ではあるが、ともかくも統一的な論述はなされており、
今後の研究の出発点とはなり得ている。よって博士の学位の水準に達していると認め、合格とする。 
 
 
